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平
成
十
二
年
第
五
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が
九
月
七
日
に
招
集
さ

れ
、

会
期
を
同
二
十

一
日
ま
で
の
十
五
日
間
と
決
定
し
、

直
ち
に
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、

平
成
十

一
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
蔵
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
な
ど
の
認
定
が
十
三
件
、

平
成
十
二
年
度
小
浜

市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
四
号
）
な
ど
の
議
案
が
十
六
作
、

正
副

議
長
の
選
挙
な
ら
び
に
人
事
条
件
が
三
件
、

そ
の
他
陳
情
五
件
、

意

見
書
五
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
七
日
は
、

会
期
を
決
定
し
た
後
、

認
定
十
三
件
が
上
程
さ

れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、

決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、

委
員
会
付
記
と
し
ま
し
た
。

（決
算
特
別
委
員
会
の
構

成
は
別
記
の
と
お
り
）
　

　

　

′

次
に
、

「平
成
十
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
四
号
と

な
ど
議
案
十
五
件
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
各
団

体
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
五
件
に
つ
い
て
も
所
管
の
委
員
会
に
付
託

し
、

翌
八
日
か
ら
十

一
日
ま
で
を
休
会
と
し
ま
し
た
。

十
二
日

・
十
三
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

十
五
人
の
議
員
が
市
政
各

般
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）

十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

こ
の
問
各
常
任
委
員
会

に
お
い
て
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
、

陳
情
等
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

二
十

一
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、

は
じ
め
に
認
定
十
三
件
を
閉
会

中
の
継
続
審
査
と
し
た
後
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議
案
に
つ
い

て
の
審
査
経
過
、

結
果
が
報
告
さ
れ
、

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

採
決
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、

意
見
書
案
五
件
が
上
程
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、

「小
浜
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」
が
議
員
提
案
に
よ
り
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
、

討
論
の
後
、

採
決
を
行
い
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、

山
崎
議
長
、

山
口
副
議
長
よ
り
辞
職
願
い
が
提
出
さ

れ
、

計
可
後
、

直
ち
に
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

杓
子

明
議
員
が
第
二
十
人
代
議
長
に
、

山
本
益
弘
議
員
が
第
四
十
四
代
副

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

杓
子
議
員
、

山
本
議
員
よ
り
議

会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任
願
い
が
提
出
さ
れ
、

許
可
後
、

石
橋
議

員
、

木
橋
議
員
を
後
任
の
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

最
後
に
、

人
事
実
件
と
し
て

「教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
」
二
件
、

「人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」

一
件
が
上
程
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
任
命
お
よ
び
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
、

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
事
件
を
全
て
議
了
し
、

平
成
十
二
年
第
五
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
を
聞
会
し
ま
し
た
。
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一 市議会だよ

第38代 議長

杓 子  明

こ
の
度
、

平
成
十
二
年
九
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長

・
副
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、

二
十

一
世
紀
を
今
、

そ
こ
に
迎
え
る
今
日
、

そ
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
、

わ
が
国
は
景
気
対
策
、

行
財
政
改
革
ｈ
更
に
は
福
祉
問
題
、

教
育
問
題
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

地
方
自
治
に
と
り

ま
し
て
も
地
方
分
権

一
括
法
が
こ
の
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
、

従
来
の

形
式
主
義
や
漫
然
と
し
た
前
例
の
踏
襲
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
ぐ
、

勇

気
あ
る
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
浜
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

市
民

。
若
狭
地
域
が

一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
お
陰
で
、

よ
う
や
く

「近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
」
、

「小
浜
線
電
化
」
の
工
事
の
植
音
が
聞
こ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、

景
気
の
低
迷
が
続
く
中
で
、

「働
く
場
の
確
保
」
、

「琵
琶
湖

・
若

狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
新
線
」
等
の
交
通
網
の
整
備
、

「上
下
水
道
」
等
の
生

活
基
盤
の
整
備
、

「介
護
保
険
制
度
」
導
入
後
の
施
設
の
整
備
等
、

福

祉
対
策
の
充
実
等
々
、

課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、

議
会
と
し
て
市
民
の
督
様
の
声
を
市
政
に
反
映

す
べ
く
、

よ
り

一
層

「開
か
れ
た
議
会

・
身
近
な
議
会
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
一十

一
世
紀
を
活
気
あ
る
小

浜
に
」
を
目
指
し
て
、

更
に
議
会
が
精
進
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【認
定
】

認
定
第
１
号

認
定
第
２
号

認
定
第
３
号

認
定
第
４
号

認
定
第
５
号

認
定
第
６
号

認
定
第
７
号

認
定
第
８
号

認
定
第
９
号

認
定
第
１０
号

認
定
第
１１
号

認
定
第
１２
号

認
定
第
１３
号

【議
案
】

議
案
第
８９
号

議
案
第
９０
号

議
案
第
９．
号

議
案
第
９２
号

議
案
第
９３
号

議
案
第
９４
号

議
案
第
９５
号

議
案
第
９６
号

議
案
第
９７
号

平
成
立
年
度
小
浜
市
一般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
立
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
五
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
立
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
国
民
宿
含
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
４
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

小
浜
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
退
隠
料
等
条
例
等
の
一部
を
改
正
す
る
条
例
お
よ
び
昭
和
３５
年
３
月
３０
日
以
前
に
給
付

事
由
が
発
生
し
た
遅
隠
料
等
の
年
額
の
改
定
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

原
″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″

寄
決

市

長

″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″

督

第44代副議長

山 本 益 弘



市議会だよリー【t〕】

●
寵
会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任
お
よ
び
選
任

（辞
任
）
杓
　
子
　
　
明
　
　
議
員

山
　
本
　
益
　
弘
　
議
員

（選
任
）
石
　
橋
　
和
　
彦
　
議
員

木
　
橋
　
正
　
昭
　
議
員

●
総
務
欝
任
委
員
会
正
副
委
員
長
の
交
代

（前
Ｘ
委
員
長
）
山
　
本
　
益
　
弘
　
議
員

裂

最

小

堂

清

之

議
員

（新
）
（委
員
長
）
小
　
堂
　
清
　
之
　
議
員

（型
重
尋

中
　
野
　
健

一
郎
　
議
員

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

食
　
見
　
直
　
孝
　
氏
　
（山
手
一
一丁
目
）

玉
　
井
　
和
　
典
　
氏
　
（広
峰
）

０
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
　
ヤ

辻
　
　
　
節
　
子
　
氏

（谷
田
部
）

7日

8日～11日

12日～13日

14日～20日

21日

輔

会期決定、議案上程(認定)、質疑、

決算特別委員会設置および委員会

付託、決算特別委員会委員の選任、

議案(予算:条例等)上程、質疑、

委員会付託(議案・陳情)

休 会

本会器(一般質問)

休 会

本会議

閉会中の継続審査、常任委員長報告、

質疑、採決

意見書案上程、採決

議案(定数)上程、討論、採決

正副議長選挙、議案(人事)上程、採決

議
案
第
粥
号

議
案
第
９９
号

議
案
第
・００
号

議
案
第
‐０‐
号

議
案
第
‐０２
号

議
案
第
‐０３
号

議
案
第
醜
号

議
案
第
‐０５
号

議
案
第
‐０６
号

諮
問
第
２
号

【陳
情
】

Ｈ
ｌｌ
陳
情
第
１０
号

陳
情
第
４
号

陳
情
第
５
号

陳
情
第
６
号

陳
情
第
７
号

陳
情
第
８
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
４
号

意
見
書
案
第
５
号

意
見
書
案
第
６
号

意
見
書
案
第
７
号

意
見
書
案
第
８
号

小
浜
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

和
解
に
つ
い
て

公
立
小
浜
病
院
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

内
外
海
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

小
浜
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

「じ
ん
肺
り
患
者
の
救
済
と
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る
」
陳
情
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
陳
情
書

小
中
高
等
学
校
「
３０
人
以
下
学
級
」
の
推
進
等
を
求
め
る
陳
情
書

公
務
員
労
働
者
の
新
賃
金
早
期
決
定
に
つ
い
て
の
陳
情
書

拉
致
さ
れ
た
日
本
人
救
出
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
惜
書

食
料
・農
業
。農
村
政
策
に
関
す
る
要
請

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

小
中
高
等
学
校
「
３０
人
以
下
学
級
」
の
推
進
等
に
関
す
る
意
見
書

公
務
員
労
働
者
の
新
賃
金
早
期
決
定
に
関
す
る
意
見
書

泣
致
さ
れ
た
日
本
人
救
出
を
求
め
る
意
見
書

食
料
・農
業
。農
村
政
策
に
関
す
る
意
見
書

団

体

市 議

長 員

議

員

原
案
同
意

趣
皆
採
択

採

択

原
案
可
決

″
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9月 定例会の一般質問は、9月 12日 。13日 の両

国に行われ、山本議員をはじめ、池尾、西本、石

野、水尾、荒木、小堂、宮崎、清水、岡、中村、

深谷、池田、岡尾、杓子の各議員が市政告般にわ

たり質問を行いました。

(買間と答弁の主な要旨は次のとおり)

次
の
三
点
に
つ
い
て
お
尋

ね
す
る
。

①
小
浜
像
に
つ
い
て

②
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て

Ａ

駅

黙

欝

拝

嘱

小
浜
の
市
民

一
人
ひ
と
り
が
生
き

甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、

そ
う
い
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
。
こ
の
こ
と
は
住
む
人
が
心

安
ら
ぐ
生
活
環
境
を
つ
く
る
、

ま

た
訪
れ
る
人
の
心
を
癒
す
、

安
ら

ぐ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
浜
市
が

い
わ
ゆ
る
御
食
国
と
し
て
栄
え
て

き
た
歴
史
を
も
と
に
、

豊
富
な
海

産
物
な
ど
の
資
源
と
食
文
化
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

②
地
方
分
権
が
実
施
の
段
階
に
入

り
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は

優
れ
た
人
材
を
育
成
し
、

確
保
す

る
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る
。

職

員

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
や
自

己
啓
発
を
進
め
、

職
員
自
ら
が
事

務
事
業
の
内
容
等
を
吟
昧
し
、

自

分
が
最
後
の
決
裁
権
者
で
あ
る
と

い
う
自
覚
と
責
任
感
を
持
つ
よ
う

に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

職
員
か

ら
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、

ア

イ
デ
ア
発
表
会
の
開
催
。
ま
た
職

場
研
修

・
研
修
所
等
へ
の
派
遣
に

よ
り
、

実
務
能
力

・
政
策
企
画

力

・
対
外
折
衝
な
ど
職
員
の
能
力

向
上
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

本
市
の
教
育
行
政
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

Ａ
〔

瑚
鍵
齢
聴
締
賄
農
唯
業
卵

に
す
る
た
め
に
、

教
育
の
視
点
と

し
て
ま
ず

「ま
ち
づ
く
り
が
人
づ

く
り
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立

ち
、

地
域
の
食

・
文
化

・
歴
史
等

を
教
材
と
し
た
教
育
を
よ
り

一
層

推
進
し
て
い
き
た
い
。

食
べ
る
と

い
う
こ
と
は
、

動
物

・
植
物
の
命

を
食
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

食
ベ

物
に
感
謝
す
る
気
持
ち
が
育
つ
も

の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
食
べ
物

を
作
り
育
て
る
体
験
学
習
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

言
葉
だ
け

の
教
育
で
は
な
く
自
ら
体
験
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

自
然
や
生
物
に

対
す
る
敬
虔
な
心
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
昨
今
、

少
年
犯
罪

が
多
発
し
て
お
り
、

「徳
育
」
の

重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
、

本
市
に
お
い
て
も

「心
の
教
育
」

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、

食
教
育
の
推
進
に

よ
り
、

命
の
大
切
さ

・
愛
情
に
つ

い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
思

っ
て
い
る
。

（ｕ
倣的従指小についてお尋

①
本
市
の
財
政
状
況
お
よ
び
財
政

運
営
に
つ
い
て

②
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

輌
舶
備
緋
紗
朝
諏
癖
弾
郊

共
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
の
認
識

に
立

っ
て
、

財
政
警
戒
宣
言
を
行

っ
た
。

改
善
の
方
策
と
し
て
、

現

在
行

っ
て
い
る
健
全
化
策
は
当
然

継
続
し
て
行

っ
て
い
く
べ
き
で
あ

り
、

さ
ら
に
行
政
の
役
割
分
担
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。

今
ま
で
市

が
行

っ
て
き
た
こ
と
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ

・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
手
法
を
使
い
、

行

政
の
効
率
化
を
図
れ
な
い
か
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
”
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

核
燃
料
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
を

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
と
と

も
に
、

優
良
な
起
債
の
活
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

経
費
を

削
減
す
る
こ
と
だ
け
が
財
政
改
革

で
は
な
く
、

将
来
に
お
け
る
展
望

や
職
員
の
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る

施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

をつ
。

②
公
約
の
中
で
合
併
を
視
野
に
入

れ
た
広
域
行
政
の
推
進
を
訴
え
て

き
た
。

合
併
が
実
現
す
る
と
行
政

経
費
の
削
減
、

公
共
施
設
の
効
率

的
な
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

特
に
最
重
要
施
策
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
今
津

・

上
中
鉄
道
新
線
の
早
期
実
現
に
つ

い
て
は
、

単
独
の
自
治
体
で
取
り

組
め
る
も
の
で
は
な
く
、

近
隣
町

村
の
よ
り

一
層
の
連
携
が
強
く
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

こ
れ
ら

取
り
組
み
に
全
力
を
傾
注
し
て
い

き
た
い
。

今
後
、

市
町
村
合
併
に

つ
い
て
は
、

近
隣
町
村
に
お
い
て

自
主
的
な
研
究
会
が
生
ま
れ
、

合

併
協
議
会
的
な
も
の
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

市
長
の
公
約
と
そ
の
実
現

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

Ａ
Ａ

”
醐
碑
約

一 未
隷
難
朝
ポ
焼

考
え
た
と
き
、

最
も
大
事
な
基
盤

整
備
は
、

今
津

・
上
中
間
の
鉄
道

新
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
公

約
の
第

一
に
掲
げ
さ
せ
て
頂

い

た
。

わ
が
郷
土
若
狭
小
浜
は
京
阪


